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H1242水 木承資料い
とと1岳号量:号:
H-1242セ

H-1242 a

H-124卯

(法本)憎長え所領充行状

安政ほ津守書状(二月古四日付)

近世 近代文書
磐子(健凛頼)

経地口
卜 124■Ⅲl 官絆新刊果地全日 完
Ⅲ 124,い 2 三国通覧全四 附無人は田ほか

に 124■い,81名 所字取
H■242"ra6 1(名所手ヨ!京 田ほ偶目 全)
に ,242Ⅲ 【00セ (ま磨申茂年改正 京都jL国 弟名所手1秦 内)

H1242ロ セ的 大盟宮芝日

い 124213水 木要太郎F理 瑠

HⅢ 65 破時期生活日係資料

ゆ‥
‐

い00算1 震国イロハカルタ
に01ウ  瞬組あそびかるた

H却6■必 駅弁ゆラ木,レ

H"65■ 34千人針

額つ末遺跡出と畠

A539セ  石韓頗

[::仁滋価

い015,4」  常弁当
H065セ 42 お素開観弁当

い0052年 00 国民精神継酌■ 挙日―数競後の座

注ロユ鍛
差口土犠

主等破片

石産
石匙

軽石襲品

土理青孔円版
iほ

土裏耳桂

図3 宜茂資料群の構造
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青森県の衣生活用具
風呂敷
革か1,
線笠
隻
裏ぼっち
短着
長着
を競
羽48
袖無し
短狩 段引吉
山シャツ
負紐
れんじやく
篭用紙
指まつか
指袋
腕が ■
手甲
長手甲
手装
要手裳
毛手費
裁者
もんぺ

半もんペ

股号|
前掛
腹当て
脚絆
1よ1ま吉
足装
にこ足装
車韓がけ
題がけ
膝当て
康当て
題当て
韓
車履
爪子
大沓
舜沓
長苔
深長在
沓
下騒く津鶴窒日和夏下駄―式)
下駄
下駄(―括)
緒
護
養掲子
祥撞
祥撞用市地
コート

合羽
角巻
輸かんじ書
金かんじ吉
外拳
背中当て
躍当て
皮
敷物
背負篭
背気象
確せ馬
育負箱
背負篭
奪笥
長持
衣拒
戸欄
長持の中の保存資料―指
精神
肌着
歴巻
敷布
まど打団
布日皮
矩煙布団
布図のかがみ
どんざ
どんぎの皮
針籍
針篭
行李
衣類毎
篭
く1,台
針韓 針さしへら
はさみ はさみ入 針
はさみ
こて

火のし

幾機
能
浮
ののがらみ
機機
よっちとおさえ
おひき板 おひき金
くだ
てしろ合
およ言
鐘
おひ吉板
はたせ
おひき金
糸車
申稲

がわ
はまさ台
爪子台
車履台
沓台
誉お
炭すご機機
ござ むしろ験機
度 す さし
えじこ
めしびつ
座打団
儀
もっこ
隅よけ
忍よ|■
龍
じやんイまら
おもづら
くちごろ
えび
こたし
てさ|す
さげかご
祥
馬替
よこだら
くご
蒲
藤の度
科
ささめ
菅
桑叩き組
爪かんじき
つ考資料



F-93 青森県三戸地方の合所及び生活関連用具
自在勧
湯奪
銭瓶
灰均
干し台
付本箱
ベンケイ
付本入れ
火打箱
箱
五領
十悔
針
火消し重
串
火欄
褒
水杓
鵠
漏斗
石日
豆腐箱
麻袋
蒸器
憩籠
ワラダ
箆
仰桓
木鉢
t■鉾
連鉢
相コギ
杓子
杓文字
水豪
味噌こし無
大根卸し
伸し様
庖T
そま切り庖T
出刃庖T
出刃庖T
柳刃庖T
イカサキ
薄刃庖T
弁当箱
術
椀籠
籠
平録
鍋
登
曇台
釜台
天群棒
御器籠

神榔
獅子頭
大黒榛 衷権
行燈
煽台
煩建
行火
机
煙草盆
状差し
炉金
炉銅
鏡ね
換取り
硯箱
手綺
米植
ちワ取り
飯台
J 箱ヽ
帝
踏み台
ランプ
戸棚
茶寧笥
長持
線み桶
肥梅
館楠
曲げ橋
折箱
米掻吉台
コツプ
なべやさ観
洗濯板
種入れ
便母
通し
飾
銃型
打
煎餅型
需
棒需
皿弔
徴 手斧
餃
手斧
飯ほ
水桶
渡物縛
味噌踏み桶
魚樽
洗濯盟
粉補
片ロ

湯桶
丸盆
鉢
菓子器
空箱
茉福
階
盆
栄盆
丸幡
角暗
酒蚕
木皿
日め丸盆
茶卓
味暗桶
角盆
箱幡
会席贈
祝い角幡
椀(蓋付〉
平椀
飯椀
二の梅
壷椀
汁椀
併式購(―の階)
併式膳(二の暗)
椀
菓子盆
販椀 汁椀
菫椀
飯税 汁相 皿 煮皿
皿

煮皿

吸物椀
飯椀 汁椀 二の塩
詢椀 (飯椀 汁続 義椀 平椀〉
銀続 汁椀 木血
幡箱
三段階
飯左
カルメラ擁(オヤキ続)
カルメラ凝
オヤキ焼
アイロン 火興斗
アイ●ン
火興斗
そぼ切り
木枕
ボンプ
水簡
湯たんぽ
拘子木



H々 5
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野村正治郎衣象コレクラョン
黒平絹地花井模様縫靖小袖 白練緯地結凝模様辻ケ花禁小抽
染分綸子地藤草花模様絞縫箔」ヽ袖
薄浅額練鵠地扇面散権様辻ケ花染小袖
黒綸子地地紙草花模橋縦幾指 自練緯地楠萄菱素模終辻ヶ花柴小袖
黒輪子地斜取り較垣経機紙継箱小袖
白維緯地石畳草花模擦辻ヶ花柴 紫籍終地車花禎藤辻ケ花染小袖
白輪子地桜花藤模終綾縫増小4西
黒輸子地綺に雪偽模篠穣幾塙小袖
楽分綸子地松藤車花模様構縫指小袖
染分輪手地館取り菊牡丹棲様撤縫箔小抽
染分輸手地綺に松桜向目模権紙縫箔小抽
黒輸子地木葉板橋模様縦継箔小袖
梁分輸子地扇面花井機海綾縫指小抽
黒綿子地花店草段花文散模捺機幾箔小袖
醤金雛地桐段雪特模様績縫小抽
黒綿子地P_格子菊吉祥文模様紙紙腰巻
黒輸子地花入面模機縦植小袖
醤金批地菊水仙模様械縫小袖
黒平絹地十二支盤模様軽拍小袖
自箱子地菊鷹草福模様縦縫小袖 密金縮子地菊文字機梅紙縫小袖
自輸子橋模構縦縫小袖
黒綸子地桂扇散模様籍鶴小仙
自機地花笠模様描煙小約
樹結子地菊水模練紙整小袖
自施額地裏菊波頭模榛織縫小袖
黒統地波四岳卒花観亀葵模様縫腰巻
自統地扇文字の丸模森終縫小袖
黒税地花入言特散禎熊継小袖
崇分結子地花舟模練崇経小約
自繍子地高天菊震草紙模様権小細
崇分輪子地草花模練横題箔小袖
崇分輪子地高花格様横小袖
白綸子地松套廟面舟帆浦■模様幾賠小袖
紅格子地松竹梅鶴亀模溶縦組小袖
黒練緯地梅苦葉紋散し機襟継腰巻
黒麻地梅花入輸葉14様績縫賭確子
納戸犠地将棋駒模結繊小袖
自縞子地相波程様紋植小袖 鶴金綸子地文字模様機小袖
衆分8t地波菊重模様機継小袖
自輸子地鳥字栄模様紙縫小袖
黒輸子地草花滝模様殺鐘箔小抽
紅批地波頭網模構縦縫小袖
染分械地梅花雪崎模様機種小袖
黒格子也虫奄に四手草花鶴亀章尽模様縫腰巻
自綸子地菊枝折戸模様染縫小袖
黒輸子地葡萄竹垣模様綾楢小袖
自概地紅業菊結花包模様紙縫小袖
自輸子地菊模様縦縫小袖
黒輸子地斜取り桜樹模様織縫小袖

種類 J 細ヽ
振袖
唯子 (かたびら)
被衣 (かすき)
腰巻
需祥




